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研究成果の概要（和文）：　SASP阻害物質スクリーニングの結果、複数の天然化合物に新たにSASP阻害活性を見
出した。延命草成分オリドニンが、DNA障害により誘導されるNF-κBおよびp38の活性を阻害することを認めた。
さらに、既知のSASP阻害物質の結合タンパク質を新たに同定し、SASP阻害活性との関与を見出している。
　また、SASPを起こした細胞を積極的に攻撃するNK細胞を活性化する物質をスクリーニングにより同定し、NK細
胞活性化の機序を明らかにした。SASPを抑制するNF-κB阻害作用を有する天然物由来化合物を多数同定し、これ
らのin vivoにおける転移抑制作用について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　As a result of SASP inhibitor screening, we have newly found several 
natural compounds with SASP inhibitory activity.  We found that oridonin, a terpenoid that is 
isolated from various Isodon plants, inhibited the activity of NF-κB and p38 in senescent cells 
induced by DNA damage.  Furthermore, we have newly identified a binding protein of a known SASP 
inhibitor and found their involvement in SASP inhibitory activity.
　We also identified compounds that activate NK cells, which attack cells that caused SASP, by 
screening, and clarified the mechanism of NK cell activation.  We identified a number of natural 
compounds with NF-κB inhibitory activity against SASP and clarified their metastasis inhibitory 
effects in vivo.

研究分野：がん予防

キーワード： SASP　スクリーニング　ケミカルバイオロジー　NK細胞　がん予防
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　SASPは炎症や発がんと関与しており、SASP制御機構の解明は重要な課題である。スクリーニングの結果、複数
の天然化合物に新たにSASP阻害活性を見出した。さらに、既知のSASP阻害物質の結合タンパク質を同定し、SASP
阻害活性との関与を見出している。また、活性化したNK細胞はSASPを起こした細胞を積極的に攻撃するため、NK
細胞活性化物質のスクリーニングを行い、NK細胞活性化の作用機序を解明した。さらに、多くのNF-κB阻害活性
を持つ天然物由来化合物を同定し、転移抑制作用についても明らかにした。これらのことはSASP制御の新しい機
構を解明するための一助になる可能性が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 細胞老化は DNA 障害に対する応答の一つであり、不可逆的な細胞周期の停止が特徴である。
細胞周期を停止させることで異常な遺伝子を有する細胞を増殖させることを避けて、がん予防
に寄与していると考えられている。しかしながら、老化細胞が NK細胞等に排除されずに長期に
存在すると、炎症性サイトカイン等を分泌するようになり、周囲の環境をがん促進的に変化させ
てしまうことが知られており、老化関連分泌現象（SASP）と呼ばれている。この SASP は慢性
炎症を惹起し、がんをはじめとした様々な加齢性疾患を促進することが明らかにされつつある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、SASP阻害活性を有する天然化合物を探索し、さらに作用機序の解析を行うこと
で、慢性炎症を克服する戦略の開発に繋がる新規化合物や新規予防標的分子・機序の発見を目的
とした。より具体的には、(1) 天然化合物ライブラリーを用いたスクリーニングにより、SASP阻
害剤を見出しその機序を明らかにする、(2) SASP 阻害能を持つ化合物の結合タンパク質を同定
し、その機能を解明する、(3) SASPを起こした細胞を積極的に攻撃、排除する NK細胞を活性化
する化合物を探索し、その機能を解明することを目的として研究を行った。 
 
３．研究の方法 

(1) ヒト線維芽細胞にブレオマイシンを加えることで細胞老化を誘導し、細胞外に分泌される
SASP 因子である IL-6 を ELISA法によって測定する SASP 評価系を構築した。この評価系を用
い、天然化合物ライブラリーを対象とした新規 SASP阻害物質のスクリーニングを実施した。得
られた SASP 阻害候補物質に対して、western blot や RT-PCR を用いて SASP 阻害機序を明らか
にした。 

(2) 既報で SASP阻害効果を持つことが知られている化合物の結合タンパク質を、ナノ磁性ビ
ーズを用いたケミカルバイオロジーの手法により同定した。同定した結合タンパク質の SASP阻
害への関与を生化学的手法により検証を行った。 

(3) 転写因子 T-betが NK細胞の機能成熟化に重要であることに着目し、T-bet特異的ルシフェ
ラーゼレポーター細胞を創出し、NK細胞を活性化する化合物のスクリーニングに用いた。 
 
４．研究成果 

(1) ヒト線維芽細胞にブレオマイシンを処
理することで細胞老化を誘導し、細胞外に

分泌されるIL-6をELISA法によって測定する
SASP評価系を構築した。この評価系を用
い、天然化合物ライブラリー中の143化合物
を対象とした新規SASP阻害物質のスクリー
ニングを実施した。その結果、複数のSASP
阻害候補化合物を見出した。その中でも、

延命草に含まれるジテルペノイドの一種で

あるオリドニンに、ELISA法と定量RT-PCR
法によりSASP因子 (IL-6, IL-8)
の産生抑制能を認めた（図

1）。その機序についての解析
を進めた結果、オリドニンによ

るSASP阻害活性にNF-Bやp38
の関与が認められ（図2, 3）、
NF-B阻害剤、p38阻害剤を用
いた検証でもオリドニンと同様

にSASP阻害効果を認めたた
め、オリドニンによるSASP阻
害にはNF-B及びp38が関与し
ている可能性が示唆された。以上の詳細をまとめ報告した(Biochem Biophys Res Commun. 
590:55-62, 2022)。 
平行して、自動分注機を用いたスクリーニング系の構築を進めたことで、より多数の化合物

図 1. オリドニンによる SASP因子 (IL-6, 

IL-8) 分泌量の減少 

✱✱p < 0.01, ✱✱✱p < 0.001 

図 2. オリドニンによる

NF-B活性の抑制 

✱✱✱p < 0.001 

図 3. オリドニンによる p38 

の発現とリン酸化の低下 



を対象としたスクリーニングの実施が可

能となった。このスクリーニング系によ

って、698化合物を対象にスクリーニン
グを施行した結果、さらに新たなSASP
阻害物質の候補が複数得られており、引

き続きSASP阻害活性の確認と、その機
序を解明しつつある。 

 
(2) SASP 阻害効果が既報であるもの
の、その詳細なメカニズムが明らかにさ

れていない Methyl caffeate に着目し、ナ
ノ磁性ビーズを用いた結合タンパク質の精製と同定を試みた。その結果、複数のMethyl caffeate
結合タンパク質が同定できた。得られた複数の候補タンパク質を対象に SASP阻害活性との関連
について検証を行ったところ、その中の分子 X に SASP 阻害との関連が示唆される結果が得ら
れた（図 4）。引き続き、成果をまとめ、報告していく予定である。 

 
(3) SASP を起こした細胞は活性化 NK 細胞により
積極的に攻撃・排除されることから、NK 細胞を活性
化することで SASP を阻害する物質を探索することを
目的とした。そのために T-bet 結合配列をつないだレ
ポータープラスミドを安定発現するヒト T 細胞由来
の Jurkat 細胞を樹立し、この細胞を用いたハイスルー
プットスクリーニング系を樹立した。またこれらの

NK細胞活性化物質の評価を in vivoで行うためのマウ
スモデルの作成も行った。NK 細胞を活性化する物質
を探索するためのスクリーニングによって、天然物エ

キスと認可済み薬剤から T-bet の転写活性化を誘導す
る候補天然薬物の同定とリード化合物を取得した。天

然物エキスにおいては T-bet 活性化に関わる成分解析
を行い、候補化合物の同定を行った。また認可済み薬

剤ライブラリーからヒットした 2 種類の化合物につい
て、NK細胞活性化機序の解析と in vivoにおける薬効の
検証を行った。また、Immunomodulatory drugs (IMiDs)の T-bet発現亢進作用、ならびに NK細胞
に対する免疫調節作用の機序について明らかにした（図 5）。SASPを抑制する NF-B阻害作用
を有する天然物由来化合物を多数同定し、これらの in vivo における転移抑制作用について明ら
かにした。 

図 4. 分子 Xの siRNAによる SASP阻害効果 

✱✱✱p < 0.001 

図 5. IMiDsの T-bet発現亢進作用 

**p < 0.01 
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chemotherapeutic drugs in lung cancer.

Phytother Res. 2531-2547

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Wattanathamsan O, Hayakawa Y, Pongrakhananon V. 33
 １．著者名

10.1111/jdi.13047

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Macrophage-specific hypoxia-inducible factor-1α deletion suppresses the development of liver
tumors in high-fat diet-fed obese and diabetic mice.

J Diabetes Investig. 1411-1418

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Takikawa A, Usui I, Fujisaka S, Tsuneyama K, Okabe K, Nakagawa T, Nawaz A, Kado T, Jojima T,
Aso Y, Hayakawa Y, Yagi K, Tobe K.

10
 １．著者名

10.1016/j.bbrc.2019.03.038

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mutations in the RAS pathway as potential precision medicine targets in treatment of
rhabdomyosarcoma.

Biochem Biophys Res Commun. 524-530

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nakagawa N, Kikuchi K, Yagyu S, Miyachi M, Iehara T, Tajiri T, Sakai T, Hosoi H. 512
 １．著者名



2020年

2020年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.canlet.2018.05.025

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mevalonate pathway blockage enhances the efficacy of mTOR inhibitors with the activation of
retinoblastoma protein in renal cell carcinoma

Cancer Lett. 182-189

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hagiwara N, Watanabe M, Iizuka-Ohashi M, Yokota I, Toriyama S, Sukeno M, Tomosugi M, Sowa Y,
Hongo F, Mikami K, Soh J, Fujito A, Miyashita H, Morioka Y, Miki T, Ukimura O, Sakai T

431
 １．著者名

10.1016/j.bbrc.2018.10.050

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sulindac sulfone inhibits the mTORC1 pathway in colon cancer cells by directly targeting
voltage-dependent anion channel 1 and 2

Biochem Biophys Res Commun. 1203-1210

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Aono Y, Horinaka M, Iizumi Y, Watanabe M, Taniguchi T, Yasuda S, Sakai T 505
 １．著者名

10.1007/s11418-020-01389-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Anti-inflammatory activities of isopimara-8(9),15-diene diterpenoids and mode of action of
kaempulchraols B-D from Kaempferia pulchra rhizomes.

J Nat Med. 487-494

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Win NN, Hardianti B, Ngwe H, Hayakawa Y, Morita H. 74
 １．著者名

10.1016/j.bmcl.2019.126841

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Anti-inflammatory activities of isopimara-8(14),-15-diene diterpenoids and mode of action of
kaempulchraols P and Q from Kaempferia pulchra rhizomes

Bioorg Med Chem. 126841～126841

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nwet WN, Hardianti B, Kasahara S, Ngwe H, Hayakawa Y, Morita H. 30
 １．著者名



2018年

2018年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3390/ijms19010089

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The dark side of IFN-γ: its role in promoting cancer immunoevasion

Int J Mol Sci 89

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Mojic M, Takeda K, Hayakawa Y 19
 １．著者名

10.3892/or.2017.6008

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ribosomal protein S3 regulates XIAP expression independently of the NF-κB pathway in breast
cancer cells

Oncol Rep 3205-3210

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ono H, Iizumi Y, Goi W, Sowa Y, Taguchi T, Sakai T 38
 １．著者名

10.1111/cas.13703

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Lung-resident natural killer cells control pulmonary tumor growth in mice

Cancer Sci. 2670-2676

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yamamoto Y, Miyazato K, Takahashi K, Yoshimura N, Tahara H, Hayakawa Y 109
 １．著者名

10.18632/oncotarget.24696

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Blockage of the mevalonate pathway overcomes the apoptotic resistance to MEK inhibitors with
suppressing the activation of Akt in cancer cells

Oncotarget 19597-19612

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Iizuka-Ohashi M, Watanabe M, Sukeno M, Morita M, Hoang NTH, Kuchimaru T, Kizaka-Kondoh S, Sowa
Y, Sakaguchi K, Taguchi T, Sakai T

9
 １．著者名



2018年

〔学会発表〕　計48件（うち招待講演　9件／うち国際学会　7件）

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第25回日本がん分子標的治療学会学術集会

第25回日本がん分子標的治療学会学術集会

第80回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

片山勇輝, 西岡直哉, 大倉直子, 森本健司, 谷村恵子, 堀中真野, 酒井敏行, 矢野聖二, 山田忠明

渡邉元樹, 朴将源, 酒井敏行

酒井敏行

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

EGFR-T790M変異陽性肺がんの生物学的特徴に関する基礎的検討

シスチン・グルタミン酸トランスポーターxCTの阻害はROS依存的にvorinostatの感受性を増強する

アカデミア発新薬の上市を目指した企業への導出の実際

10.1158/2326-6066.CIR-17-0204

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
NK cells control tumor-promoting function of neutrophils in mice

Cancer Immunology Research 348～357

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ogura K, Sato-Matsushita M, Yamamoto S, Hori T, Sasahara M, Iwakura Y, Saiki I, Tahara H,
Hayakawa Y

6
 １．著者名



2021年

2021年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第80回日本癌学会学術総会

第80回日本癌学会学術総会

第21回分子予防環境医学研究会大会

The 27th International Symposium on Molecular Cell Biology of Macrophages（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

谷村恵子, 山田忠明, 米田和恵, 堀中真野, 酒井敏行, 上原久典, 矢野聖二, 片山量平

朴将源, 渡邉元樹, 飯塚まひろ, 曽和義広, 増田光治, 飯泉陽介, 成田匠, 佐竹悠良, 酒井敏行, 武藤倫弘

安田周祐, 堀中真野, 飯泉陽介, 後居和佳奈, 助野真美子, 酒井敏行

Yoshihiro Hayakawa

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

PIK3CA変異大腸癌細胞においてグルタミン代謝阻害がアスピリンに対する感受性を促進する

延命草成分オリドニンはp38とNF-κBを介して老化関連分泌現象を阻害する

Acquired resistance mechanism of cancer cells to anti-tumor immunity

ALK肺癌におけるALKとHER3の共阻害による新たな治療戦略



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第85回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会（招待講演）

第80回日本癌学会学術総会（招待講演）

第94回日本生化学会大会（招待講演）

第80回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

早川芳弘, 竹田和由

早川芳弘

山前結，川田学，早川芳弘

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

早川芳弘

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

Immuno-regulatory role of PP2A on anti-tumor effector function of NK cells

がん細胞の免疫適応機構に関わる分子探索研究

Paradoxical roles of host immunity in controlling tumor progression and metastasis

健康長寿社会の実現に向けた生体防御システムの理解と和漢薬の可能性

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第50回日本免疫学会学術集会

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会

Ka He, Yui Yamamae, Hideaki Tahara, Yoshihiro Hayakawa.

渡邉元樹, 酒井敏行

谷村恵子, 山田忠明, 岡田康太郎, 米田和恵, 堀中真野, 酒井敏行, 矢野聖二, 片山量平

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Role of MHC class I recognition in regulating anti-tumor effector function of lung-tissue resident mature NK cell

延命草の苦味成分rabdosianone Ⅰはミトコンドリア内膜タンパク質ANT2とPHB2に直接結合し、thymidylate synthaseの発現を抑制する

ALK融合遺伝子陽性肺がんの初期治療抵抗性機構の解明とその克服法の開発

EGFR遺伝子変異陽性肺がんの初期治療抵抗性に対する新規AXL阻害薬ONO-7475の効果

 １．発表者名
大倉直子, 西岡直哉, 谷村恵子, 矢野聖二, 小崎龍平, 堀中真野, 酒井敏行, 山田忠明



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第79回日本癌学会学術総会

第79回日本癌学会学術総会

楳村史織, 曽和義広, 飯泉陽介, 酒井敏行

渡邉元樹, 宮本景子, 朴将源, 阪口晃一, 田口哲也, 曽和義広, 飯泉陽介, 増田光治, 成田匠, 鱧屋隆博, 酒井敏行, 武藤倫弘

大倉直子, 谷口寛和, 谷村恵子, 堀中真野, 酒井敏行, 田中昴平, 小崎龍平, 矢野聖二, 山田忠明

 ３．学会等名

第79回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synergistic effect of the inhibitors of RAF/MEK and AXL on KRAS-mutated ovarian cancer cells with high AXL expression.

xCT inhibition increases sensitivity to vorinostat in a ROS-dependent manner.

ONO-7475, a novel AXL inhibitor, suppresses the adaptive resistance to initial EGFR-TKI treatment in EGFR-mutated NSCLC.

第79回日本癌学会学術総会

HER3 is a potent therapeutic target for prevention of tolerant cells to ALK inhibitors in ALK-rearranged cancer.

 １．発表者名
谷村恵子, 米田和恵, 矢野聖二, 堀中真野, 酒井敏行, 片山量平, 山田忠明



2020年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第20回分子予防環境医学研究会大会

第91回日本衛生学会学術総会

第91回日本衛生学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

谷口恵香, 影山進, 茂山千愛美, 安藤翔太, 飯居宏美, 芦原英司, 堀中真野, 酒井敏行, 河内明宏, 中田晋

小野寿子, 堀中真野, 酒井敏行

谷口恵香, 影山進, 茂山千愛美, 安藤翔太, 飯居宏美, 芦原英司, 堀中真野, 酒井敏行, 窪田成寿, 河内明宏, 中田晋

堀中真野, 酒井敏行

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

新規がん予防標的GGCTは、がん細胞にHIF-1 alpha発現を誘導して好気性解糖を促進する

BRCAness誘導分子の探索

新規がん予防標的GGCTは、がん細胞にHIF-1α発現を誘導しワールブルク効果を促進する

「先制医療」の実現に向けた戦略的研究

 １．発表者名

 １．発表者名

第65回日本人類遺伝学会大会



2021年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第91回日本衛生学会学術総会

第23回日本がん分子標的治療学会学術集会

medU-net年次総会・シンポジウム

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

渡邉元樹, 朴将源, 宮本景子, 曽和義広, 飯泉陽介, 増田光治, 成田匠, 中尾俊雅, 武藤倫弘, 酒井敏行

酒井 敏行

酒井 敏行

酒井 敏行

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所　国立健康・栄養研究所　健栄研セミナー

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

細胞外グルタミン濃度はがん予防薬の感受性に影響する

ファースト・イン・クラスかつベスト･イン・クラスのMEK阻害剤トラメチニブ： 過去、現在、未来

ファースト･イン・クラスのMEK阻害剤トラメチニブなどの創薬から学んだこと-我が国の産学連携研究のあり方への提言

がん抑制遺伝子RBを萃点として捉えた、新しいがんの予防法、診断法、治療法の開発

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

国立がん研究センター　セミナー

第92回日本生化学会大会

ルイ・パストゥール医学研究センター 2019年度バイオ・ソサエティ医学入門講座

第13回府民公開講座

酒井 敏行

酒井 敏行

酒井 敏行

 ２．発表標題

 ２．発表標題

酒井 敏行

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ファースト/ベスト・イン・クラスMEK阻害剤トラメチニブ（商品名メキニスト）等の創薬経験から

分子標的癌予防医学

京都府立医大発の画期的抗がん剤 -その歴史と現状-
 ２．発表標題

RBを萃点として捉えた新規がん治療法・予防法の開発 -first/best-in-classのMEK阻害剤トラメチニブ及びがん予防ジュースの開発の現状
-

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回 薬学トップランナー研究講演会

第5回橋渡し研究戦略的推進プログラム シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

酒井 敏行

酒井 敏行

酒井 敏行

酒井 敏行

令和元年度関西耐久会　特別講演

第10回スクリーニング学研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ファースト/ベスト・イン・クラスのMEK阻害剤トラメチニブ（商品目メキニスト） -その発見に至った経緯-

耐久高校での夢～画期的抗がん剤開発の実現

アカデミアと企業の相互理解の難しさ

ファースト・イン・クラスのMEK 阻害剤トラメチニブの発見

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年
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